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また文体と術語の整合性を確保するために、引用回数の最も多い『純粋理性批判』







Allison, Henry E., Kant's transcendental idealism: an interpretation and 
defense, Yale University Press (1983); Revised ed. March , 2004. 
―Kant’s Refutation of Materialism, The Monist 72 (2) :pp. 190-208, 1989. 
― Kant's theory of freedom, Cambridge University Press, 1990.〔邦訳：城戸
淳訳、『カントの自由論』法政大学出版局、2017 年〕 
Kant, Immanuel., Kritik der reinen Vernunft,Auflage I: 1781, II: 1787. 『純粋
理性批判』〔邦訳:篠田英雄訳(1961)、岩波文庫版上・中・下巻、岩波書店、
上・中巻 2008 年、下巻 2011 年。高峯一愚訳、『世界の大思想 10 巻』、河出書
房新社、1965 年。原佑訳、『カント全集 4・5・6 巻』、理想社、1988 年。熊
野純彦訳、作品社、2012 年。〕 
―Prolegomena zu einer jeden künftigen Metaphysik, die als Wissenschaft 
wird auftreten können, 1783. 『プロレゴメナ』〔邦訳：湯本和男訳、『カント
全集 6 巻』、理想社、1988 年。〕  
―Grundlegung zur Metaphysik der Sitten, 1785.『人倫の形而上学の基礎づけ』
(『基礎づけ』)〔邦訳：深作守文、『カント全集 7 巻』、理想社、1988 年。〕 
―Über eine Entdeckung, nach der alle neue Kritik der reinen Vernunft durch 
eine ältere entbehrlich gemacht werden soll, 1990. 「新しい純粋理性批判は
古い批判によってすべて無用にされるはずだという発見について」〔邦訳：門
H・E・アリソンによるカント哲学の再解釈 
- 121 - 
 
脇卓爾訳、「純粋理性批判の無用論」『カント全集 12 巻』、理想社、1988 年。〕 
―Die Religion innerhalb der Grenzen der bloßen Vernunft, 1793. 『たんなる
理性の限界内の宗教』(『宗教論』)〔邦訳：飯島宗享、宇都宮芳明、『カント
全集 9 巻』、理想社、1987 年〕 
―Die Metaphysik der Sitten, 1797. 『人倫の形而上学』 
桐原隆弘、「カントにおける「判断」論と学の基礎づけ(上)」、『下関市立大学論集』
第 59 巻第 1 号、下関立大学会、45-73 頁、2015 年。 
Williamson, Diane., The Merits and Deficiencies of Kant’s “Incorporation Thesis” as an 
Interpretation and a Revision, Rethinking Kant Volume I, Cambridge Scholars 
Publishing: pp. 68-67, 2008. 
Schapiro, Tamar., Foregrounding Desire: A Defense of Kant's Incorporation 
Thesis, The Journal of Ethics 15 (3): pp. 147-167, 2011. 
千葉清史、「ヘンリー・アリソンの方法論的二側面解釈」、日本カント協会編『日本
カント研究 13『カントと形而上学』』理想社、149-164 頁、2012 年。 
千葉健、「カント倫理学において意志の弱さはいかにして可能か」、『哲学・思想論
叢』36 巻、筑波大学哲学・思想学会、105-117 頁、2018 年。 
 
